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┃事業計画（目的と実施事項）
┃事業計画に基づき実施したこと
┃本事業の成果と課題
┃今後の事業展開

Agenda



事業の目的/目標
┃妊活・不妊治療における男女間の知識差や価値観のズレ、コミュニケーション不足に
より発生するストレスをパートナーシップ構築をサポートすることで低減させ、中長期的
には妊活・治療の長期化を抑制し、離職率低下へ寄与することを目的とする



┃妊活・不妊治療中の男女におけるパートナーシップ構築の促進ソリューションを開
発し、各30組以上のカップルへ3か月間PoCを実施

不妊治療中の
夫婦・カップル

妊活ビギナーの
夫婦・カップル

実施事項















事業計画に基づき実施したこと
不妊治療パートナーシップ支援アプリの機能開発およびPoC
┃コンテンツ

• パートナーとのコミュニケーション診断（夫婦関係満足度尺度）/アドバイス
• 治療状況に合わせた男女それぞれに週1メッセージ配信/アクション把握

┃PoC
• 対象：不妊治療（体外受精)中のカップル 39組78人参加（途中3組が辞退）

※8割:cocoromiアプリユーザー、2割:新規ユーザー
• 期間：2022年11月-2023年1月の３か月間実施

不妊領域

コミュニケーション診断 診断結果共有 週次配信 コラム紹介 翌週アクション把握



本事業の成果①

不妊治療パートナーシップ支援アプリの開発
┃アクション状況
• 週次のアクションは女性は約4割、男性は約3割、減少率は男性が高い
• 週１配信以外に、人気のコラム記事などのメッセージを送り、アクション率は5-15%上昇
• 3か月間のアクションは女性9割、男性8割程度

不妊領域

29%
週ごとの平均

週次アクション

３か月アクション
PoC期間中での実施率

40% 週ごとの平均
週次アクション

３か月アクション
PoC期間中での実施率78% 90%



本事業の成果①

不妊治療パートナーシップ支援アプリの開発
┃パートナーシップ機能についてのご意見

• 総合的に使ってみたいと感じたカップルは60%
• すでにリテラシーが高い、パートナーが協力的でなかったカップルからは低い評価をいただいた
• 思っていること、感じていることを文字で伝える機能も欲しいなど、具体的な改善案もいただけた

不妊領域

メッセージ/コラムの
不妊治療の知識アップ 66%

相手が生活の中で実践
してくれていると感じた 54%

アプリでこの機能を使っ
てみたいと感じるか 58%

【ポジティブな意見】
不妊治療は努力しても報われないが、せめて
パートナーに理解してもらえるツールは良いと思う。

＜その他アンケート回答＞

【ポジティブな意見】
パートナーから思いやりの言葉が増えて、
参加して良かったです。

【改善を希望する意見】
第三者だけでなく、自分の気持ちを文字で共有でき
る機能があると嬉しい。

【ネガティブな意見】
コラムなどは自分の知識以上のものはなかったし、わ
ざわざアプリで共有するほどの情報でないと感じた



本事業の成果②

本事業で定めた4つの成果指標について
┃成果指標ご報告

• 生殖リテラシーは目標をすでにPoC前に達成、不妊治療患者のリテラシーは一般より大幅に高い
• コミュニケーションの質と量に関しては目標未達、約半数の方が改善と回答した
• 不妊治療満足度については、治療で成果が出なければ結局上がらないとの回答が多く、約31％と目標未達

不妊領域

生殖リテラシー

（CFKS-J）
コミュニケーション

の質と量

WHO-HPQ
共通指標

不妊治療

満足度

目標：
男女ともに正答率80%以上

目標：
改善したカップル80%以上

目標：
改善したカップル80%以上

目標：

スコアの上昇した女性
ユーザーの割合5%以上

PoC前 PoC後

91.4%→93.8%
質 会話時間

55.0% 46.5% 31.0% 65.2%



本事業の課題

本事業のPoCから見えてきた課題
┃スキーム

• 行動変容が起こらないユーザーに対して、個別に迅速に対応するスキームがない
• 第三者介入だけでない、当事者の思いを共有できる仕掛けが必要
• 既存アプリに追加することで、使い勝手を煩雑に感じるユーザーが多かった

┃メッセージ/コラムの内容
• 不妊治療患者は、リテラシーに差がありスコープの定め方が難しい
• 座談会やインタビュー記事も掲載したが、制作コストが高い

不妊領域

情報共有の習慣化が課題のカップルには良いソリューションだが、
興味関心や実行面が不足するパートナーがいるカップルは解決に導けなかった



今後の事業展開

┃定量アンケート/座談会の実施
• 女性側の意見が集まりやすいが男性側からも意見を収集
• アンケートだけでなく、インタビューや座談会を繰り返し生の声を拾い続ける

┃事業者間の情報共有/動画制作
• パートナーシップに取り組む事業者、影響力のあるYoutuberと動画コンテンツを制作中
• 事業者の枠を越えて、カップルへ問題提起をすると共に、各事業者のサービスの選択肢を伝える
• 3/8 国際女性デーから1週間、1日1本配信予定

今後も、パートナーシップに取り組む事業者、サポートしたい自治体とご協力をしていきたいと考えています。
ご関心のある事業者様、自治体様、ぜひお声がけください！

正式リリース前にやること
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